
【新制服ミニチュア版】 

来年度入学する新 1 年生から着用する新制服

が、1 月 14 日～2 月 14 日まで壬生町役場に展示

されました。また、本校でも、新制服のミニチュ

ア版を展示しています。新制服と同じ本物の生地

を採用しており、とても見応えのある可愛らしい

ミニチュア版です。来校時に是非ご覧ください。 

 

【生徒会活動 Long 昼休み企画】 

 1 月 22日（水）、生徒会活動 Long 昼休み企画

を実施しました。今回は、「卒業する３年生に感

謝の心をこめ、交流を深め、卒業生へ感謝の心を

見せること」、「２年生が主導となり、企画から

運営までを行う過程を通して、リーダーシップと

参加する学級の生徒のメンバーシップの育成を

行う」、「２年生が３年生となるための土台作り

をする」この３つが主な目的です。生徒達は、１

年生から３年生までの縦割り班に分かれ、校庭や

中庭、体育館の３か所で活動しました。内容は「ケ

イドロ」、「言うこと一緒」、「中線ふみ」など

です。当日は、天候にも恵まれ、校庭一杯に歓喜

と笑顔が満ち溢れ、「幸せな時間」が共有できま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【立志式】 

 1月 23日(木)、第 2学年生徒、保護者、関係職

員が参列し、立志式を行いました。県知事からの

お祝いのメッセ―ジ、代表生徒による作文発表、

全生徒による誓いの言葉、記念合唱など盛りだく

さんの内容でした。特に、全生徒による誓いの言

葉は、マイクを使わずに、生の声で堂々と発表す

る姿に感動しました。また、２年生全生徒で歌っ

た記念合唱「僕のこと」では、素敵な歌詞と素敵

なメロディーが体育館いっぱいに広がり、聴いて

いた保護者や職員に想いを届けました。最後に、

生まれたときから、これまでの生い立ちをまとめ

たスライドショーでは、懐かしい写真と共に添え

られた暖かいメッセージに感動しました。 

スライドショーの中に、親からのメッセージに

添えられた「元気に生まれてきてくれて、ありが

とう」の言葉に、自然と涙を拭いている保護者が

とても印象的でした。メッセージにはありません

でしたが、これを見た生徒からは、「生んでくれ

て、ありがとう」と心の中で大きく叫んでいたよ

うに思えてなりません。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授業参観、子育て親育ち講演会】 

1 月 31 日(金)、5 校時目に授業参観があり、多

くの保護者が来校しました。本年度、最後の授業

参観となりましたが、各教室や特別教室での授業

を参観していただきました。生徒は、少し緊張し

ながらも、普段と同じように意欲的に授業に取り

組んでいました。 

 また、授業参観後は、全生徒と保護者を対象に、

子育て・親育ち講座を開催しました。講師は、作

新学院大学経営学部スポーツマネジメント学科

教授の笠原彰先生で、『「ストレス知らずの受験

生に」親子で学ぶ中学生のメンタルマネジメン
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ト』という演題でご講話いただきました。実際の

ストレス解消法には、日々の習慣化が必要である

ことなど、受験を控えている生徒には、何ともタ

イムリーな内容でした。生徒からの「挫折はどの

くらいあったのか？」「ストレス解消のコツは？」

などの質問に、先生自身の実体験から丁寧に説明

していただくなど、生徒目線で分かりやすい説明

に、生徒もとても納得していました。 

 

【ペットボトル回収へのご協力に感謝】 

本校 PTA では、保護者が来校する機会を活用し

て、ペットボトル回収を計画的に実施しておりま

す。1月 31日（金）に実施した授業参観でも、参

加していただいた保護者にご協力いただき、たく

さんのペットボトルを回収することができまし

た。本当にありがとうございました。是非、生徒

達の健全な教育活動に有効に生かしていきたい

と思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【犬中あいさつの日】 

2月５日(水)、今年度最後の「あいさつ運動」を

実施しました。これは、生徒会が主体となって企

画したもので、「このあいさつ運動で、今年度の

あいさつ運動がラストになります！さわやかな

あいさつで活気のある犬中を自分たちの手でつ

くっていきましょう！」というスローガン付きの

啓発ポスターを作成するなど、盛大に実施されま

した。 

今回は、東門前にサッカー部、北門前に女子ソ

フトテニス部、昇降口前に男子バスケットボール

部と剣道部、２年自転車置き場前に吹奏楽部がそ

れぞれ配置され、早朝から爽やかなあいさつが響

き渡りました。この企画のおかげで、学校全体が

気持ちよくスタートできる気分になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
「～なぜ、月面では、100 ㎏超えの宇宙服
を着て、軽々と動けるの？～」 

2 月 4 日(火)2 校時、1 年 2 組理科の授業で

は、「重さと質量」について学んでいました。 

宇宙服は、特殊な素材で作られたもので、重

さは約 100Kgもあるそうです。先生から生徒

にこんな質問がありました。「なぜ、月面で

は、100㎏超えの宇宙服を着て、軽々と動くこ

とができるのだろう？」 

面白い課題です。我々大人にとっては、当

たり前と思えることでも、いざ理論的に説明

することとなるとなかなか難しいものです。

生徒は質量と重力という言葉を使って、真剣

に考えていました。 

ご存じの通り、重さは「物体にはたらく重

力の大きさ」を表し、質量は「物体そのもの

の量の大きさ」を表します。同じ物体であっ

ても、重力の関係で「軽く感じる、重く感じ

る」という感じ方の違いを指す言葉が「重さ」

です。地球では、「1N は質量約 100g の物体

にはたらく重力の大きさ」と定義されていま

す。重力は地球が物体を引く力によって生ま

れるものなので、月面では重さは変わります。

重力は、月面では地球上での 6 分の１になる

ことは有名な話ですね。 
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